
2026/10/2

1

第2回 愛⻄市
⽔道料⾦等検討委員会資料

愛西市 上下水道部 上水道課

作成：新日本設計株式会社名古屋事務所

Ⅰ．愛⻄市新⽔道ビジョン

Ⅱ．愛⻄市⽔道事業の現状と課題

Ⅲ．愛⻄市⽔道事業の理想像

Ⅳ．愛⻄市⽔道事業の整備案

目 次

1

2



2026/10/2

2

1）愛西市新水道ビジョン改定の目的

Ⅰ．愛⻄市新⽔道ビジョン

愛⻄市新⽔道ビジョン（平成26年度版）

愛⻄市新⽔道ビジョン（令和9年度版）

⼈⼝減少に伴う給⽔収益の減少、⽔道施設の⽼朽
化進⾏と耐震化の推進など⽔道事業を取り巻く環
境変化等の課題に対処するにあたり運営基盤の強
化を目的とする。

2）愛西市水道事業の基本理念

愛⻄市⽔道事業の基本理念
「いつまでも安全・快適なおいしいを安定して給⽔できる⽔道」
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3）新水道ビジョンの位置付け

（整備・管理・経営）（⽔質・衛生）

Ⅱ．愛⻄市⽔道事業の現状と課題
1）愛西市水道事業認可の沿革

愛  ⻄  市 旧佐織町 旧八開村
項 目 水道事業 水道事業 水道事業

法人格変更 創設 変更 創設
年 月 日 H17.4.1 S47.3.31 S48.8.6 S49.3.30

厚生省環 厚生省環 厚生省環 49指令環
第 523 号 第 256 号 第 523 号 第 41-1 号

計 画
給 水 人 口
計 画 一 日
最大給水量

H17.3.31で廃
止

八開村水道事
業を編入

簡易水道を
統合

浄水方法を
変更

備 考

許 可 番 号

31,000人 25,000人 25,000人 6,000人

14,900㎥/日 12,500㎥/日 12,500㎥/日 2,400㎥/日
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2）愛西市水道事業の給水人口
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3）愛西市水道事業の給水実績

有収⽔量（㎥/⽇）︓料⾦徴収の対象となる⽔量
⼀⽇平均給⽔量（㎥/⽇）︓年間給⽔量を1⽇当たりに換算値
⼀⽇最⼤給⽔量（㎥/⽇）︓年間の1⽇給⽔量のうち最⼤値
有収率（％）︓有収⽔量 ÷ ⼀⽇平均給⽔量×100
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4）愛西市水道事業の水源水質
採水地点： 種別： 原水

R3 R4 R5 R6 R7

1 一般細菌 100個/㎖以下 0 0 0 0 0

2 大腸菌 検出されないこと 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず

7 ヒ素及びその化合物 0.01mg/ℓ以下 0.008 0.008 0.008 0.008 0.008

34 鉄及びその化合物 0.3mg/ℓ以下 0.06 0.05 0.06 0.05 0.05

37 マンガン及びその化合物 0.05mg/ℓ以下 0.100 0.100 0.110 0.100 0.100

47 Ph値 5.8～8.6 8.1 8.1 8.0 8.1 8.1

49 臭気 異常でないこと 硫化水素臭 臭気なし 臭気なし 臭気なし 臭気なし

50 色度 5度以下 1.3 1.2 1.3 1.2 0.5

51 濁度 2度以下 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満

PFOS、PFOA 5ng/ℓ未満 - - 5未満 5未満 5未満

水質検査成績書 佐織中部水源

番号 項目 基準
年度

採水地点： 種別： 原水

R3 R4 R5 R6 R7

1 一般細菌 100個/㎖以下 0 0 0 0 0

2 大腸菌 検出されないこと 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず

7 ヒ素及びその化合物 0.01mg/ℓ以下 0.004 0.004 0.004 0.004 0.004

34 鉄及びその化合物 0.3mg/ℓ以下 0.21 0.23 0.23 0.21 0.26

37 マンガン及びその化合物 0.05mg/ℓ以下 0.200 0.210 0.200 0.200 0.240

47 Ph値 5.8～8.6 7.9 8.0 7.9 7.9 8

49 臭気 異常でないこと 臭気なし 臭気なし 硫化水素臭 臭気なし 臭気なし

50 色度 5度以下 2.9 3.0 3.0 2.9 2.2

51 濁度 2度以下 0.1未満 0.2 0.1未満 0.1未満 0.2

PFOS、PFOA 5ng/ℓ未満 - - 5未満 5未満 5未満

水質検査成績書 佐織西部水源

番号 項目 基準
年度

・ろ過後はより安全な⽔を給⽔しています。
・PFOS、PFOAはR8より義務化され、愛⻄市⽔道事業ではR5より検査を実施して検出されていません。

5）愛西市水道事業の施設の老朽化・耐震化

設置

年度

耐用

年数

耐用

期限

残耐用

年 数

重要度

区 分
耐震性能 代替施設

取水井 S49 40 H26 △11 A2 診断未実施 県水

塩素混和地 S48 60 R15 8 A2 診断未実施 県水

急速ろ過機 S48 15 S63 △37 診断未実施 県水

管理棟 S48 50 R5 △2 A1 有り 無し

配水池 S48 60 R15 8 A1 無し 無し

取水井 S45 40 H22 △15 A2 診断未実施 佐織中部

塩素混和地 S48 60 R15 8 A2 診断未実施 佐織中部

急速ろ過機 S48 15 S63 △37 A2 診断未実施 佐織中部

配水ポンプ室 S45 60 R12 5 A2 診断未実施 佐織中部

圧力タンク S45 60 R12 5 A2 診断未実施 佐織中部

配水池 S45 60 R12 5 A2 診断未実施 佐織中部

取水井(休止中) S49 40 H26 △11 A2 診断未実施 県水

塩素混和地(休止中) S51 60 R18 11 A2 診断未実施 県水

急速ろ過機（休止中） S51 15 H3 △34 A2 診断未実施 県水

管理棟 S51 50 R8 1 A1 有り 無し

配水池 S49 60 R16 9 A1 有り 無し

A1: 重要な施設(ランクA2以外のもの)

A2: 代替施設があるもの、重大な二次災害が生じる恐れが低いもの(重大な二次災害:流出した水により住民の財産

等に直接重大な損害を及ぼしたり、危険物等の流出により周辺の生活環境に重大な損害を及ぼすこと)

※: 耐用年数は、法定耐用年数である。

耐震性老朽化

佐織中部

佐織西部

八開

施設名系統

（R7年度末）
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6）愛西市水道事業の管路の整備状況（令和6年度末）
(1)管路の耐震化

重要施設に配水している耐震化対象延長は28.5kmであり、その内、布設替えが約6.1km（
黒線）完了しています。

(2)管路の老朽化
令和6年度末時点での管路総延長は225㎞であり、布設から40年以下が約119km（青線）、

41年から60年が約106km（緑線）となっています。
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7）アセットマネジメント３Ｃ（標準型検討手法）令和6年度時点
水道事業で所有している固定資産（構造物、機械、電気設備など）を分類・評価し、将来にお

ける水道施設全体の更新需要を把握します。また、中長期的な視点を持って、更新需要や財政収
支の見通しをを定量的に把握するものです。

● 更新需要⾒通しの把握
（将来発生する事業費の⾒込み）

● 健全度の把握
（⽼朽化の推移について）

● 財政収⽀⾒通しの把握
（更新需要に対して財政収⽀状況）

(1) 法定耐用年数で更新した場合の更新需要

40年間の総額は、約256億円（年平均：約6.4億円）
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（億円） 更新需要（更新シナリオ１）

基幹管路 配水支管 施設 設備

約6.4億円/年(40年間)

【40年間総額 256億円 税抜】

(80年間総額 502億円 税抜)

アセット計画期間(40年間)

約6.3億円/年(80年間)
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(2) 実使用年数で更新した場合の更新需要

建築施設：代表的な耐用年数50年に対する約1.6倍の80年

土木施設：代表的な耐用年数60年に対する約1.3倍の80年

電気設備：代表的な耐用年数20年に対する約1.5倍の30年

機械設備：代表的な耐用年数15年に対する約2.0倍の30年

計装設備：代表的な耐用年数10年に対する約3.0倍の30年
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（億円） 更新需要（更新シナリオ２）

基幹管路 配水支管 施設 設備

アセット計画期間(40年間)

約3.3億円/年(80年間)

約5.0億円/年(40年間)

【40年間総額 201億円 税抜】

(80年間総額 266億円 税抜)

40年間の総額は、約201億円（年平均：約5.0億円）
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(3)健全度評価

法定耐用年数を基準とし、以下のとおり区分します。

①健全度の基準は法定耐用年数以内である資産を健全資産

②法定耐用年数以内を超過した資産について、経過年数が実使用年数以内である資

産を経年化資産

③実使用年数を超える資産を老朽化資産

構造物及び設備の健全度

・経年化資産は増加するものの、老朽化資産は抑制されており、健全度の妥当性は確保
されていると言えます。
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管路の健全度

・経年化管路が増加しているが、重要度を踏まえた管種毎の更新基準を設定したためで
あり、老朽化管路は最小限に抑制できていると言えます。

8）愛西市水道事業の事業経営
(1)収益的収支

収益的収⽀︓経常的経営活動に伴って発生する収⼊（収益）と⽀出（費⽤）
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(2)資本的収支

資本的収⽀︓将来の収益に対応する⽀出とその財源となる収⼊
主として建設改良費及び企業債に関する収⼊・⽀出

10）愛西市水道事業の課題

(1)水源の水質
水の安全に係るリスクの低減化
・佐織中部浄水場および佐織西部浄水場に基準値以内ではあるがヒ素が検出されている

(2)施設の効率化
使用水量の減少に伴い、更新時に適正な施設規模の更新

(3)施設の老朽化・耐震化
水道施設の老朽化の進行と耐震性の確保を目的とした施設の更新

(4)重要給水施設管路の耐震化
災害時の重要給水施設（避難所）への重要給水施設管路の耐震性の確保

(5)施設の老朽化対策
老朽化した施設や管路の計画的な更新

21
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(6)危機管理体制の整備
災害や事故が発生し、断水が発生した際、その影響が最小限となるように対策

(7)経営基盤の強化
将来にわたって持続可能な事業経営に向けた水道料金の適切な設定
・水道料金収入の減少と水道施設等の更新や強靱化のための必要経費の増加が予想される

(8)環境対策
再生可能エネルギーの導入、高効率機器の導入及び省エネルギー対策等の検討

(9)水道事業を取り巻く環境の変化
上下水道DX推進等の事業環境変化への対応

Ⅲ．愛⻄市⽔道事業の理想像
1）施策目標

基本理念に沿った3つの施策目標は以下のとおりです。

安全な⽔の供給体制の確⽴

災害対応の充実による強靭で安定した⽔道

⽔道事業経営基盤の強化

安全で快適な⽔道を安定して供給できる体制を確⽴し、⽔道の信頼性を向上
させ、⽔道利⽤者に愛される⽔道事業運営

災害時などの非常時でも最低限の⽔供給が可能となる⽔道施設の構築

適正規模の⽔道事業となるよう施設やシステムの合理化を⾏い、経営基盤を
強化し、また、環境保全など環境や周囲との調和をはかり、将来に渡り持続
できる⽔道事業

23
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2）実現方策

(1)安全な水の供給体制の確立

① 水の安全に係るリスクの低減化（ヒ素対応含む）

② 給水水質の安全性の確保

③ おいしい水の供給

④ 利用者への情報提供・コンプライアンス

⑤ 水道料金について十分な理解を得るための適切な説明

(2)災害対応の充実による強靭で安定した水道

① 主要施設の更新と耐震化（浄水場・配水池など）

② 基幹管路の更新と耐震化（導水管・送水管・配水本管）

③ 重要給水施設への給水体制の構築（重要給水施設配水管・応急給水拠点）

④ 経年施設や経年管路の更新と耐震化

※1 重要給水施設配水管
災害拠点病院や避難所などの重要給水施設に水を送る導水管・送水管・配水本管・
配水支管などのうち、特に耐震化を優先すべき管路を指します。

※2 応急給水拠点
地震などで断水した際に、水道事業者が飲料水を住民へ配るために設ける給水場所
を指します。

※1 ※2
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(3)水道事業経営基盤の強化

① 経営基盤の強化
料金収入の減少や施設の老朽化などで経営が厳しくなる水道事業を、広域連携・料
金や投資の見直し・人材確保などにより、長期的に安定して安全な水を供給できる
体制を目指し推進する。

② 業務の効率性向上
ＤＸ・デジタル技術の導入などの検討を行う。

③ 管路・施設のダウンサイジングの検討
人口減少や使用水量の減少に合わせて、水道施設や配水管の口径や容量などを小さ
く見直し、更新コストや維持管理費を抑えつつ安全な給水を続けるための規模を縮
小（減径・統廃合）が可能であるか検討を行う。

④ 広域連携・業務統合
複数の自治体や水道事業者が事業統合や経営・管理・施設の共同化など多様な形で
連携し、水道サービスを将来にわたり安定・効率的に提供するための仕組みの検討
を行う。

Ⅳ．愛⻄市⽔道事業の整備案
整備内容は、佐織中部浄水場の取水井を廃止及び佐織西部浄水場施設の取水井を

廃止し、全て県水から受水した場合の整備案①
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ヒ素除去施設を追加した整備案②

ヒ素除去施設

ヒ素除去施設

(1)水道施設・管路の整備内容

案①

① 佐織中部浄水場の更新（概算工事費 35.6億円）
・配水池2池、管理棟（機械電気含む）、既設水道施設撤去

②佐織西部浄水場の撤去（概算工事費 0.3億円）
・既設水道施設撤去

③八開浄水場の更新（概算工事費 13.8億円）
・配水池2池、管理棟（機械電気含む）、既設水道施設撤去

④ 管路の更新（概算工事費 30.3億円）
・延長 22.4km

概算総工事費 80億円

29

30



2026/10/2

16

案②

① 佐織中部浄水場の更新（概算工事費 48.9億円）
・硫酸注入設備、塩化第２鉄注入設備、既設連絡管・配管（混和池～急速ろ過池）、
ろ過ポンプ設備、フロック形成池、沈澱池、急速ろ過池（機）配水池2池、
管理棟（機械電気含む）、既設水道施設撤去

②佐織西部浄水場の更新（概算工事費 12.8億円）
・硫酸注入設備、塩化第２鉄注入設備、既設連絡管・配管（混和池～急速ろ過池）、
ろ過ポンプ設備、フロック形成池、沈澱池、急速ろ過池（機）配水池2池、
既設水道施設撤去

③八開浄水場の更新（概算工事費 13.8億円）
・配水池2池、管理棟（機械電気含む）、既設水道施設撤去

④ 管路の更新（概算工事費 30.3億円）
・延長 22.4km

概算総工事費 105.8億円

改善案の比較

上表は、ヒ素施設を対象としたもので、他施設を含めていません。
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(2)財政収支の見通し

計画期間20年間（参考）

【評価】

① 20年間の建設改良費は約80億円に加え
て管路⽼朽化更新費約20億円の計約100億
円となりますが、⽼朽化が進んでいる３箇
所の浄⽔場を廃止し、佐織中部と八開の２
箇所に配⽔拠点を確⽴することができます。

② R16は佐織中部の機械・電気設備工事の
ため⾦額が⾼くなります。

③ 現状のままではR21には現⾦預⾦残⾼が
枯渇するおそれがあり、本計画を実施する
には財源を確保する必要があります。

④ ⻑期的な⾒地から経営収⽀が安定し、
財政を維持可能である計画を⽴てていく必
要があります。

(3) 収益的収支

総費用は増加傾向となり、総収益は減少傾向となる。
純損益はR8(2026)以降赤字となり、赤字幅は年々増加する。
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(4) 資本的収支

給水量の減少に伴い料金収入は減少し、資金も減少する。
資本的収支不足額は増加していき、施設更新に必要な費用を確保するのが困難である。

(5) 資金残高・料金単価

料金水準を現状維持とすると、R21(2039)には現金預金残高が枯渇すると予想される。
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2）管路の強靭化
日本の水道普及率は98％を超え、市民生活や社会経済活動に不可欠の重要なライフラインとな

っています。
そのため、地震などの自然災害、水質事故等の非常事態においても、基幹的な水道施設の安全

性の確保や重要施設等への給水の確保が必要とされています。
しかし、当水道事業の施設の耐震性は愛知県平均値より低い状況であり、万が一、大きな地震（
南海トラフ地震等）が発生した場合、水道管の破損、漏水による大規模な断水が発生するものと
想定されます。そこで、浄水施設や基幹管路の耐震化を計画的に行っておくことが課題となって
います。

水道施設の耐震性能の現状（令和6年度末）

※１：導水管・送水管・配水本管からなります。水道施設にとって最も重要な幹線管路であり、耐震化や更
新の優先対象となる管路です。

耐震化率（％）
全国平均 愛知県平均 愛⻄市

基 幹 管 路※1 29.8 47.0 29.8

施設名 備考

⽼朽化した⽔道管（破損）
⽼朽化した⽔道管（サビ）

⽔道管更新についてのニュース（⽇本経済新聞2025年7月2⽇抜粋）

3）管路の老朽化
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ご清聴ありがとうございました
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